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後
唐
の
明
宗
ｉ
菖
習
（
上
）

　
　
　
　

ｊ

　
　
　
　

一

　
　
　
　

ぐ

　

小
篇
に
於
い
て
は
五
代
諸
國
に
屡
々
支
配
階
級
た
り
し
チ
ュ

　
　

①

ル
ク
族
に
就
い
て
、
そ
の
値
き
習
俗
が
如
何
に
留
保
さ
れ
て
ゐ

た
か
と
い
ふ
こ
と
、
中
原
の
地
に
入
来
り
し
塞
外
民
族
に
よ
り

繰
返
さ
れ
し
華
化
は
五
代
時
代
の
チ
ュ
ル
ク
族
に
於
い
て
も
見

　
　
　

’

　
　

②

ら
れ
た
け
れ
ど
、
し
か
も
猫
傅
統
的
な
る
も
０
の
維
持
さ
れ
し

こ
と
に
注
目
し
、
そ
れ
が
如
何
に
持
続
さ
れ
た
か
を
孜
へ
て
み

た
い
。
沙
陀
朱
耶
氏
に
出
自
す
る
後
唐
朝
、
そ
の
一
君
主
た
る

明
宗
を
中
心
に
論
す
る
こ
と
と
す
る
が
、
本
論
に
入
る
に
先
立

ち
、
明
宗
の
出
自
に
開
し
て
は
一
態
調
査
０
必
要
が
あ
ら
う
。

　

明
宗
０
出
自
を
傅
へ
る
も
の
と
し
て
、
奮
五
代
史
倦
三
五
明

宗
紀
に

　
　

ｔ
ヒ
人

　

。
仝
唐
文
谷
一
〇
六
後
唐
明
宗
條
に
「
代
北
人
」
と

　
　

■
J
^
Ｔ
Ｔ

　

也

　

あ
る
の
は
恐
ら
く
之
に
基
く
も
の
で
あ
ら
う
。

と
あ
り
、
五
代
史
記
倦
六
唐
本
紀
に

岡

　
　

崎

精

　
　

郎

　
　

明
宗
…
…
世
本
夷
秋
。
無
姓
氏
。
父
電
篤
雁
門
部
将
。
生

　
　

子
遁
倍
烈
。
以
騎
射
事
太
祖
。
…
…
太
祖
養
以
篤
子
。
賜

　
　

名
嗣
源
。
…
…
明
宗
雖
出
夷
秋
而
馬
人
純
質
寛
人
。
於
五

　
　

代
之
君
。
有
足
搦
也
。
嘗
夜
焚
香
仰
天
而
貌
曰
。
臣
本
蕃

　
　

人
。
党
足
治
天
下
。

と
見
え
る
。
資
流
通
鑑
酪
に
彗
中
和
四
岸
五
月
條
に
「
（
李
）
嗣

源
本
胡
人
。
名
遁
信
烈
。
」
と
あ
り
、
同
書
皿
に
心
皿
長
興
四
年

十
一
月
條
に
「
（
帝
―
明
宗
）
曰
。
某
胡
人
。
」
と
あ
る
が
、
茲
に

用
ゐ
ら
れ
し
胡
人
の
字
面
は
前
掲
五
代
史
記
の
夷
秋
と
意
味
相

同
じ
き
も
ｏ
と
見
倣
さ
れ
る
。
扨
、
王
桐
齢
氏
は
前
掲
五
代
史

記
の
記
載
に
櫨
つ
て
明
宗
が
北
秋
出
身
な
る
こ
と
を
挽
か
れ
た

け
れ
ど

い
、
奮
五
代
史
明
宗
紀
に
「
代
北
人
也
。
」
と
あ
る
記
事

は
極
め
て
重
要
で
あ
る
。
代
北
人
な
る
表
現
に
開
し
て
直
に
想

起
さ
れ
る
の
は
、
代
北
三
部
落
即
ち
沙
陀
三
部
落
の
字
面
で
な

け
れ
ば
た
ら
た
い
。
一
休
、
沙
陀
三
部
糞
罫
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沙
陀
族
に
就
い
て
は
屡
々
そ
の
記
載
を
見
出
す
の
で
･
i
S
i
る
が
、

五
代
・
北
宋
と
時
代
０
降
る
に
従
っ
て
消
失
し
去
り
、
三
部
落
Ｏ

字
面
は
失
は
れ
て
。
出
身
は
唯
沙
陀
と
の
み
記
す
に
至
り
、
雨
五

代
史
康
義
誠
傅
の
如
き
、
代
北
三
部
落
０
字
面
意
以
て
代
置
し

　
　

④

て
ゐ
る
。
恐
ら
く
薔
五
代
史
９
撰
者
は
後
唐
０
明
宗
に
就
い

て
、
そ
の
代
北
三
部
落
出
身
な
る
を
叙
べ
る
べ
き
に
も
不
拘
、

代
北
人
と
し
か
記
さ
な
か
っ
‰
９
で
ぼ
あ
る
ま
い
か
。
よ
し
や

代
北
の
沙
陀
三
部
落
９
出
身
と
断
じ
難
い
に
も
せ
よ
、
塞
外
人

の
後
裔
に
し
て
代
北
の
人
と
稀
せ
ら
れ
る
か
ら
に
は
、
そ
０
チ

ュ
ル
ク
出
身
た
気
確
率
少
し
と
し
な
い
。
俯
五
代
史
倦
九
八
安

重
柴
傅
に

　
　

臣
昨
捷
熟
吐
渾
節
度
使
白
承
幅
・
赫
連
公
徳
等
。
各
領
本

　
　

部
三
萬
訟
帳
。
自
憲
明
ｏ
ａ
t
ａ
地
界
奔
婦
王
化
。
按
準
生

　
　

。
吐
渾
井
渾
・
契
必
・
西
突
斯
三
部
落
南
北
将
・
沙
陀
安
慶
。

　
　

九
府
等
。
各
領
部
族
老
小
井
牛
羊
申
帳
甲
馬
。
七
八
路
慕

　
　

化
鮮
奔
。
倶
至
五
毫
及
営
府
地
界
。

と
あ
る
。
・
こ
の
事
件
は
後
晋
天
層
中
（
ト
ゴ
ー
や
）
・
の
こ
と
と

傅
へ
ら
衣
、
之
等
諸
族
は
契
丹
の
座
力
を
避
け
て
後
晋
へ
附
し

た
の
で
あ
る
が
、
営
時
代
北
の
態
州
方
面
、
契
丹
領
に
接
す
る

地
方
に
て
は
吐
渾
を
除
き
。
所
在
の
・
塞
外
人
は
悉
く
チ
ュ
ル
ク

系
統
を
以
て
占
め
ら
れ
し
こ
と
を
示
す
。
之
等
チ
ュ
ル
ク
系
諸

部
族
が
中
晩
唐
時
代
に
代
北
方
面
へ
移
動
し
来
っ
た
経
過
に
就

い
て
は
田
坂
興
道
・
小
野
川
秀
美
雨
氏
・
の
詳
論
さ
れ
し
所
で
あ

　

④

る
が
、
安
重
渠
傅
に
記
さ
れ
る
如
き
部
族
形
勢
は
唐
末
以
来
さ

し
た
る
腱
動
は
な
か
っ
た
も
の
と
考
へ
ら
れ
る
。
明
宗
が
チ
ュ

ル
ク
系
統
た
る
は
略
疑
か
か
る
べ
く
、
之
に
就
い
て
は
、
後
述

す
る
突
販
８
　
の
祭
祀
も
參
照
さ
る
べ
き
で
あ
ら
５
．
（
な
ほ
明

宗
０
出
自
決
定
に
営
り
、
遡
倍
烈
な
・
’
る
名
は
手
が
か
り
を
具
う

ぺ
＊
ｕ
-
j
＃
>
Ｑ
で
あ
ら
う
が
、
之
に
就
い
て
は
直
に
断
じ
難
い
。
）

　
　
　
　

ｊ

　
　
　
　

二

　
　
　
　

ぐ

　

扨
。
後
唐
ｏ
明
宗
匠
闘
し
て
注
意
す
べ
き
も
の
と
し
て
突
獣

紳
の
祭
祀
と
献
箭
の
問
題
と
が
あ
る
。

・
先
づ
、
突
販
紳
の
祭
祀
か
ら
観
よ
う
。
事
の
仕
儀
は
薔
五
代

史
寮
二
八
明
宗
紀
。
天
竺
年
（
言
）
六
月
季
條
宍

　
　

（
明
宗
）
幸
白
司
馬
肢
。
祭
突
販
紳
。
従
北
俗
之
腔
也
。

と
見
え
、
五
代
史
記
巻
六
唐
本
紀
に
は
時
日
を
同
じ
う
し
て

　
　

（
明
宗
）
幸
白
司
馬
肢
。
祭
突
飯
呻
。
夷
秋
之
事
也
。
・
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は
漢
人
記
録
家
の
注
目
す
る
所
と
な
り
、
極
め
て
簡
略
乍
ら
も

そ
の
次
第
が
傅
へ
ら
れ
た
も
の
で
あ
ら
う
。
祭
祀
執
行
の
場
所

に
撰
れ
し
白
司
馬
肢
は
河
南
省
洛
陽
膳
東
北
三
十
支
那
里
に
比

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

⑦

定
さ
れ
る
白
司
馬
坂
（
白
馬
山
）
の
こ
と
佐
考
へ
ら
れ
る
が
、

祭
祀
０
對
象
た
り
し
突
額
紳
の
輿
の
的
内
容
は
如
何
で
あ
ら
う

か
。

　

隋
書
巻
八
四
突
康
傅
に
は

一

　
　

五
月
中
。
多
殺
羊
馬
。
以
祭
天
。
…
…
敬
鬼
祁
。
信
巫
幌
。

と
て
、
突
販
に
於
け
る
崇
大
・
鬼
紳
巫
叫
ｏ
信
仰
を
傅
へ
る

⑧が
、
通
典
巻
一
九
七
逡
防
で
二
交
款
上
に
は

　
　

叉
以
五
月
中
旬
。
集
他
人
。
以
水
杯
祭
天
紳
。
叉
於
都
斤

　
　

西
五
百
里
有
高
山
。
迦
川
上
。
無
草
樹
。
謂
烏
敦
登
疑

　
　

黎
。
夏
言
地
帥
也
。

と
見
え
て
、
突
販
の
細
統
が
記
さ
れ
る
。
祭
期
が
五
月
な
る
こ

と
に
就
い
て
は
。
囲
陽
雑
俎
巻
十
物
見
ハ
に
、
「
西
域
以
五
月
篤

歳
。
」
と
あ
る
の
が
１
　
照
さ
れ
る
が
、
更
に
元
和
郡
瓢
闘
志
巻

Ｒ
。
開
内
道
、
豊
州
條
に

　
　

先
是
・
朔
方
軍
加
皿
匹
匹
ぐ
一
匹
か
甘
北
具
突
販
以
河
侭
界
・

　
　

河
北
界
有
彿
雲
堆
脚
副
。
突
恢
将
入
寇
。
必
先
詣
祠
。
祭

酎
求
帽
、
囚
牧
馬
八
‥
兵
。

ｉ
し
萍

咄
後
波
か

と
見
え
る
彿
雲
堆
紳
祠
０
信
仰
は
重
硯
さ
る
べ
き
で
あ
ら
う
。

か
の
程
務
排
の
祠
も
彿
雲
堆
？

⑩

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

’

　
　
　
　
　

ｊ

が
、
賓
に
梯
雲
堆
０
紳
祠
こ
そ
は
突
戦
の
部
族
祁
０
祠
で
あ

り
、
こ
０
部
族
紳
は
Ｉ
部
族
の
生
命
０
守
誰
帥
な
る
が
故
に
Ｉ

富
然
亦
そ
の
政
治
的
集
團
の
守
護
紳
と
七
で
戦
帥
り
性
格
を
１
　

び
る
も
０
で
あ
つ
心
。
安
濠
山
事
述
倦
上
に
突
灰
０
巫
た
り
し

憧
山
０
母
が
軋
卒
山
紳
に
所
つ
て
彼
を
得
た
と
云
ひ
、
そ
０
紳

に
就
い
て
、
「
突
販
呼
岡
戦
紳
鳥
軋
準
山
。
」
と
あ
る
０
も
參
照

　
　
　
　
　
　
　

⑥

す
べ
き
で
あ
ら
う
。

　

か
Ｘ
る
紳
に
對
す
る
祭
祀
が
天
成
二
年
六
月
に
９
　
行
せ
ら
れ

た
の
で
あ
る
が
、
こ
の
時
の
祭
祀
の
も
つ
意
味
は
如
何
で
あ
ら

う
か
。
即
貳
応
本
義
は
「
４
　
を
媒
介
と
し
て
｀
人
と
人
と
が
一

つ
に
な
る
こ
と
」
で
あ
り
、
「
そ
れ
は
一
言
に
祁
人
の
交
款
で
あ

る
と
い
は
れ
る
が
。
そ
ｏ
祗
會
的
側
面
は
即
ち
人
と
人
と
の
交

歓
に
他
な
ら
ぬ
。
か
か
る
交
獄
を
具
膿
的
に
成
立
せ
し
む
る
も

ｏ
は
飲
食
で
あ
る
。
こ
れ
祭
が
そ
乃
不
可
訣
の
手
績
と
し
て
共

同
飲
食
の
過
程
を
件
ふ
所
以
で
あ
細
。
」
と
さ
れ
る
。
何
故
に

こ
の
時
、
人
と
人
と
ｏ
交
歓
が
な
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
か
つ
た

か
。
思
ふ
に
ノ
大
琥
二
年
は
明
宗
が
ク
ー
デ
タ
を
敢
行
し
て
帝

位
に
即
い
た
翌
年
で
あ
り
、
そ
？

-52-



247

ぬ
時
で
あ
る
。
祭
祀
０
政
治
的
意
義
μ
考
へ
ら
れ
る
り
で
あ

り
。
恐
ら
く
明
宗
は
突
販
祁
針
祭
る
こ
と
に
ｔ
つ
て
、
具
が
斌

鴛
長
久
を
も
所
願
し
た
で
あ
ら
う
が
、
祭
祀
執
行
に
よ
る
政
洽

的
地
盤
の
帰
化
を
企
圖
し
た
の
で
は
な
い
か
。
明
宗
が
部
下
、

殊
に
ク
ー
デ
タ
に
際
し
‘
て
の
功
臣
逢
に
厚
く
報
ひ
ん
と
し
た
こ

と
は
天
成
元
年
四
月
、
即
位
直
後
に

　
　
　
　

⑩

ら
か
で
あ
・
い
、
そ
れ
は
「
所
得
賜
輿

ﾔ］

文
面
に
も
明

と
云
ふ
彼
Ｏ

性
格
と
相
侯
つ
て
祭
祀
車
行
０
一
因
を
成
し
た
こ
と
も
十
分
考

へ
得
ら
れ
る
け
れ
ど
、
共

一
致
を
訣
く
、
北
族
出
身

和
的
色
彩
濃
厚
に
し
て
動
も
す
れ
ば

　

⑩

　

‐

　
　
　
　
　
　
　

へ

の
輩
の
上
に
立
つ
に
営
つ
て
は
、
何

等
か
の
政
治
的
意
圖
な
く
し
て
か
Ｘ
る
こ
と
の
行
は
れ
る
わ
け

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

⑥

は
な
い
。
か
の
後
唐
・
後
晋
に
亘
り
て
活
躍
せ
し
胡
人
唐
旧
に

開
し
て

　
　

（
９
　
）
扇
世
本
夷
秋
。
夷
秋
貴
沙
陀
。
敗
常
自
言
沙
陀
種

　
　

也
。
…
…
（
寮
佐
）
見
其
錦
雲
。
相
顧
章
敏
曰
。
錦
会
爛

　
　

焉
。
胸
聞
之
。
怒
日
。
我
沙
陀
種
也
。
安
得
謂
我
侭
爰
。

聞
奏
之
。
（
悶
昌
皿
）

と
の
事
賢
が
傅
へ
ら
れ
て
ゐ
る
の
は
、
北
族
の
世
界
に
於
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

⑩

軍
旗
的
に
優
越
せ
る
沙
陀
糾
が
如
何
に
権
威
付
け
ら
れ
貴
族
化

し
て
ゐ
た
か
を
推
測
せ
し
め
る
に
十
分
で
あ
る
が
Ｉ
五
代
史
補

泰
二
徐
寅
攬
棄
條
に
見
え
る
如
ぐ
、
嘗
て
は
李
克
用
に
對
し
て

胡
奴
の
賤
排
が
投
付
け
ら
れ
た
こ
と
ｙ
對
比
す
れ
居
僅
か
数

十
年
の
間
に
於
け
る
沙
陀
族
ｏ
貴
族
化
が
如
何
た
る
も
の
な
り

し
か
を
知
り
得
よ
う
１
、
沙
陀
族
が
か
く
も
権
威
付
け
ら
れ
て

ゐ
た
こ
と
に
天
成
二
年
の
祭
祀
畢
行
り
一
因
を
求
む
べ
き
で

は
あ
る
ま
い
か
。
後
唐
の
帝
位
を
樅
承
す
る
も
の
と
し
て
突
蕨

９
　
の
祭
祀
は
営
篤
り
も
ｏ
で
あ
り
、
突
灰
祁
の
祭
祀
畢
行
者
た

る
こ
と
に
於
い
て
、
明
宗
の
出
自
を
チ
ュ
ル
ク
系
統
と
考
へ
る

こ
と
も
可
能
で
あ
ら
う
が
、
明
宗
の
配
下
に
チ
ュ
ル
ク
出
身
者

極
め
て
多
か
っ
た
こ
と
に
特
に
注
意
し
た
い
。
取
り
分
け
て
権

威
付
け
ら
れ
し
沙
陀
族
の
後
裔
と
し
て
は
、
楊
光
遠
が
明
宗
に

仕
へ
て
姐
・
涙
・
易
・
翼
四
州
の
刺
史
を
歴
任
し
て
功
あ
り
、

明
宗
頗
る
之
責
重
ん
じ
た
る
を
始
め
と
し
て
丿
心
七
皿
皿
巻
）
ヽ

「
沙
陀
三
部
落
人
」
た
る
薬
彦
稿
は
幼
時
よ
り
騎
射
を
以
て
明

宗
に
仕
へ
、
明
宗
の
践
祚
後
に
於
け
る
軍
功
大
に
居
り
遠
紅
球

令
同
）
ゝ
「
代
北
三
部
落
人
」
た
る
康
義
誠
は
明
宗
に
従
っ
て
郭

城
攻
撃
に
向
ひ
、
軍
吾
動
播
の
際
、
明
宗
ら
窟
い
て
帝
位
に
即

か
し
め
て
ゐ
る
４
万
作
皿
巻
Ｉ
廣
く
チ
゛
ル
ク
出
身
の
人
゛

　
　
　
　
　
　
　
　

⑩

　
　
　

⑩

を
求
め
る
に
、
張
彦
滓
・
張
萬
進
は
共
に
突
灰
出
身
に
し
て
騎

射
に
長
じ
、
武
将
と
し
て
明
宗
に
仕
へ
て
居
り
。
安
重
誇
ぱ
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「
其
先
本
北
部
豪
長
。
」
と
孵
せ
ち
れ
る
が
。
恐
ら
く
チ
ュ
ル
ク

系
統
の
人
と
考
へ
ら
れ
、

　
　

自
明
宗
龍
潜
時
。
得
給
事
左
右
。
及
銀
耶
州
。
以
重
訴
焉

　
　

中
門
使
。
隨
従
征
討
凡
ト
除
年
。
委
信
無
間
。
勤
努
亦

　
　

至
。
泊
岩
城
之
腱
。
佐
命
之
功
。
褐
居
共
右
。
（
皿
Ｊ
Ｊ
一
匹

　
　

傅
、
狙
冊
府
元
島
泰
三
〇
九

　
　

宰
輔
部
佐
命
條
之
記
事
同

　

）

と
記
さ
れ
る
。
更
に
奮
五
代
史
巻
六
六
安
重
諧
傅
に
は

　
　

明
宗
遺
回
鵬
侯
三
。
馳
傅
至
共
國
。

　　

れ

　

と
か

　

る⑥あ
く

　

゜つ
観

　　

て

来

　　　

゛
明
宗
の
幕
下
に
回
仙
人
の
か
た
こ
と
す
ら
傅
へ
ら

る
な
ら
ば
、
天
成
二
年
０
突
款
紳
祭
祀
の
最
大
目

的
姓
、
明
宗
が
よ
っ
て
以
て
チ
ュ
ル
ク
出
身
の
人
々
に
働
き
か

け
、
己
が
政
治
力
強
化
に
資
せ
ん
と
す
る
に
あ
っ
た
の
で
は
な

い
か
。
北
方
民
族
に
於
け
る
共
和
的
思
想
は
よ
り
濃
厚
で
あ

り
、
そ
れ
は
五
代
の
世
に
於
い
て
も
使
る
所
な
か
っ
た
こ
と
は

前
述
し
た
が
。
更
に
、
軍
閥
割
楠
の
紛
々
た
る
五
代
胤
離
の
間

に
於
い
て
は
臣
下
と
し
て
の
服
従
と
い
ふ
倫
理
意
識
０
稀
薄
化

も
添
加
せ
ら
れ
て
ゐ
た
。
唐
五
代
の
際
武
士
階
級
が
登
生
せ
ん

と
し
て
而
も
途
に
殺
生
せ
’
ざ
り
し
最
大
理
由
と
し
て
、
堅
賓
な

る
主
従
徊
係
が
成
立
せ
す
、
堅
賓
な
る
主
従
君
臣
の
道
徳
の
殺

達
せ
ざ
り
し
こ
と
が
指
摘
せ
ら
れ
て
ゐ
る
心
、
か
Ｘ
る
時
勢
に

臨
み
、
主
縁
確
立
り
１
　
に
一
方
な
ら
ぬ
努
力
が
俤
は
れ
た
の
は

凡
そ
営
然
で
あ
ら
う
。
困
學
紀
聞
巷
一
四
致
史
條
に

　
　
　

天
子
之
直
置
。
出
於
士
卒
。
自
唐
明
宗
始
也
。
明
宗
以
此

　
　
　

得
之
。
而
反
爾
之
報
。
在
共
後
人
、

　

と
論
じ
て
明
宗
０
ク
ー
デ
タ
を
難
じ
、
因
果
態
報
忽
ち
至
れ
り

　

と
し
た
０
は
聊
か
酷
に
失
す
る
嫌
が
あ
る
け
れ

ら
、
兎
に
角
か

　

Ｘ
る
手
段
に
よ
り
帝
位
に
即
い
た
だ
け
に
、
明
宗
と
し
て
は
己

　

が
地
位
を
よ
り
急
速
に
固
め
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
天
球
初
期

　

に
相
次
い
で
任
官
０
こ
と
が
傅
へ
ら
れ
、
殊
に
同
二
年
六
月
、
突

　

販
祁
祭
祀
の
事
件
０
前
後
に
は
楚
王
馬
殷
を
六
月
丙
中
に
太
師

　

倚
１
　
令
と
埓
し
楚
國
王
に
任
じ
た
こ
よ
憩
靉
む
た
め

’
と
し
て
、
屡
々
任
官
が
行
は
れ
た
。
か
ｉ
る
事
賓
は
明
宗
ｏ
地

　

位
強
化
へ
の
努
力
の
具
顛
的
表
現
と
考
へ
ら
鵜
る
が
、
天
成
二

　

年
の
突
販
紳
の
祭
祀
こ
そ
は
ぞ
の
最
も
穎
著
な
る
表
示
と
す
べ

　

き
で
は
な
か
ら
う
か
。
五
代
時
代
の
チ
ュ
ル
ク
出
身
の
君
主
に

　

よ
り
行
は
れ
た
突
販
紳
の
祭
祀
が
こ
の
時
唯
一
回
、
記
録
し
特

　

筆
さ
れ
て
ゐ
る
。
こ
と
も
。
こ
の
時
の
祭
祀
の
重
要
性
を
示
す
も

　

の
で
あ
ら
う
。

　
　

な
ほ
、
突
販
祁
の
祭
の
も
っ
歴
史
的
意
義
と
し
て
は
復
省
的
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精
紳
の
風
動
を
も
見
取
り
得
な
い
で
あ
ら
う
か
。
唐
初
に
於
い

て
華
や
か
な
民
族
的
大
統
一
を
傅
統
に
負
５
　
て
燃
え
さ
か
っ
た

突
坂
の
自
発
的
精
紳
―
そ
れ
は
琳
に
執
拗
極
ま
り
な
き
唐
朝
Ｏ

扁
慶
政
策
を
も
克
服
し
た
の
で
あ
る
が
（
「
岩
佐
精
一
郎
遺
稿
」

所
牧
「
突
灰
の
復
興
」
特
に
一
三
五
頁
參
照
）
－
は
五
代
時
代
Ｏ

沙
陀
族
に
於
い
て
は
最
早
そ
０
片
影
を
だ
に
見
出
し
難
ば
・
明

宗
側
近
の
人
々
に
チ
ュ
ル
ク
出
身
者
多
か
り
し
こ
と
は
前
述
し

た
所
で
あ
る
が
、
ヽ
明
宗
と
チ
ュ
ル
ク
族
一
般
と
の
開
係
は
密
接

^
ｙ
･
＝
＾
-
^
Ｊ
は
勿
論
云
ひ
難
い
。
明
宗
朝
に
於
け
る
甘
州
回
鵬
の
度

重
る
入
貢
は
先
に
鯛
れ
た
如
く
で
あ
る
が
（
補
注
＠
參
照
）
、
突

暇
の
入
貢
が
チ
ュ
ル
ク
出
身
の
支
配
者
を
も
っ
後
唐
・
後
晋
雨

朝
に
限
ら
れ
て
ゐ
る
こ
’
と
は
注
意
す
べ
ぺ
、
同
光
三
年
二
月
に

珍
品
復
父
貢
（
農
靉
雙
覧
驚
。
）
・
葦
吉

t
｡
'
４
ａ
Ｆ
Ｗ
　
I
　
(
ｒ
ｉ
唐
本
紀
之
を
封
芭
と
し
て
、
明
宗
の
世
に
入
り
て

も
天
成
三
年
十
月
に
は
首
領
張
慕
進
等
の
来
貢
す
る
あ
り
「
皿

詣
麓
昌
漣
訂
笞
」
駿
）
、
舞
二
缶
万
に
ａ
嘉

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

―

　

″
。
。
１
１
１
－
－
・
－
－
ｊ
一
ｊ
一
一
／

　

Ｉ

の
朝
貢
（
畝
昌
。
）
を
始
め
4
J
_
i
H
’
明
宗
の
世
に
入
り

杜
阿
晋
爽
京
ｔ
（
駁
認
巌
裴
警
同
）
・
後
１

世
に
は
天
幅
六
年
七
月
、
使
者
葬
同
海
の
来
朝
が
傅
へ
ら
れ
る

（
駁
講
巌
昌
畔
ぺ
）
に
響
ぬ
２
對
七
ヽ
後
唐
朝

へ
の
入
貢
頻
繁
で
あ
り
、
そ
の
開
係
は
よ
り
密
接
な
カ
し
こ
と

が
推
測
せ
ら
れ
る
。
併
し
乍
ら
、
明
宗
の
長
凱
八
二
年
六
月
前
後
に
’

品
質
入
寇
も
這
り
（
認
器
皿
駿
蒜
賢
哲

の
高
居
誇
の
于
同
行
紀
に

　
　
　
　
　
　

Ｉ

　
　

｀
共
ｐ
甘
南
山
百
診
里
・
漢
小
月
氏
之
故
地
也
・
有
別
族
。

　
　
　

少

　
　

琥
鹿
角
山
沙
陀
。
云
。
朱
耶
氏
之
遺
族
也
。
（
於
匹
ら
に
匹
皿
）

と
見
え
る
鹿
角
山
沙
陀
り
状
勢
は
恐
ら
ぺ
共
以
前
、
後
唐
の
世

に
於
い
て
も
同
様
の
も
の
で
あ
っ
た
ら
う
。
か
く
し
て
チ
ュ
ル

ク
族
は
蜜
時
に
於
い
て
離
散
し
果
て
た
と
云
ふ
も
強
ち
過
言
で

は
な
く
。
五
代
時
代
０
塞
外
出
身
の
支
配
階
級
が
部
族
自
酸
と

は
遊
離
し
て
ゐ
た
と
の
誕
（
東
洋
史
研
究
二
巷
四
琥
、
小
野
川

秀
美
氏
「
汪
古
部
０
一
解
憚
」
二
二
頁
參
照
）
も
一
座
支
持
さ
れ

て
宜
い
。
と
は
云
ふ
も
０
の
、
民
族
的
統
ぺ
盛
時
へ
の
復
倅

の
考
が
有
識
者
の
間
に
意
識
さ
れ
た
か
っ
た
と
は
断
じ
難
く
、

そ
の
萌
芽
的
な
も
の
を
明
宗
の
突
飯
紳
の
祭
に
見
出
す
べ
き
で

は
あ
る
ま
い
か
。
明
宗
に
於
け
る
復
古
意
識
に
就
い
て
は
楢
、

天
成
二
年
正
月
に
於
け
る
白
衣
着
用
令
の
施
行
が
併
せ
考
へ
ら

れ
よ
う
。
長
部
和
雄
氏
の
「
白
衣
會
に
就
い
て
」
（
史
林
二
八
巻

　

一
致
）
に
脱
か
れ
た
如
く
、
南
北
朝
時
代
に
は
官
員
の
服
章
は

ヽ
黒
色
或
は
赤
色
に
し
て
ノ
庶
人
乃
至
未
仕
官
者
の
そ
れ
は
漢
代

同
様
白
衣
で
あ
っ
た
が
、
唐
代
の
庶
人
は
男
女
共
に
白
衣
を
常

-
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用
と
せ
す
（
法
規
上
並
び
に
賓
際
上
）
。
之
、
が
着
用
は
親
る
者
を

し
て
寧
ろ
異
様
の
感
あ
ら
し
め
た
（
同
論
文
六
三
―
九
頁
）
。
然

る
に
後
唐
の
天
成
二
年
正
月
に
至
る
や
、
庶
人
の
服
色
は
白
一

色
に
還
元
せ
し
め
ら
れ
て
ゐ
る
。
貿
五
代
史
巻
三
八
明
宗
紀
、

天
琥
二
年
春
、
正
月
己
卯
條
に
。
「
庇
人
商
族
。
只
著
白
衣
。
」

と
あ
り
、
五
代
會
要
巻
六
内
外
宮
常
服
・
の
條
に
は

載
、
敲
断
服
飾
諭
品
詔
に
徴
し
得
る
の
で
あ
っ
て
、
左
の
如
く

　
　

（
こ
の
詔
は
冊
府
元
砲
巻
六
一
帝
’
・

あ
る
王
部
立
制
度
第
二
に
も
収
む

　

ヾ

　
　

眼
離
斯
久
。
法
制
多
膨
。
不
有
畢
明
。
従
何
禁
止
。
而
衣

　
　

服
鞍
馬
之
流
多
踏
品
式
。
今
後
。
三
京
及
州
使
職
員
名
自

　
　

是
押
術
兵
馬
使
指
揮
使
己
上
。
騎
馬
有
暖
坐
。
諸
都
将
術

　
　

官
使
下
係
名
籍
者
。
只
得
衣
紫
阜
。
庶
人
ぼ
旅
。
只
著
白

　
　

衣
。
此
後
。
不
得
１
　
雑
殼
有
富
戸
。
或
投
名
於
婆
要
。
以

　
　

求
影
庇
。
或
希
恢
於
撮
貴
。
以
免
丁
昏
。
須
議
條
流
。
以

　
　

懲
踏
越
。
如
有
此
色
人
仰
。
所
在
禁
勘
。
追
索
文
書
。
申

　
　

奏
。
営
行
賄
断
。
以
蕭
姦
欺
。

之
は
、
眼
世
の
間
に
服
飾
の
度
を
越
え
る
も
の
漸
く
多
き
を
加

　

へ
っ
χ
あ
り
し
を
矯
め
て
古
制
に
復
ｍ
せ
≫
ｉ
め
ん
と
す
る
も
Ｏ

に
他
た
ら
な
い
。
明
宗
０
掻
き
傅
統
尊
重
主
義
は
、
店
蓬
既
に

衰
へ
た
れ
ば
改
元
す
べ
し
と
０
臣
下
の
奏
を
排
し
て
途
に
正
朔

を
破
め
ざ
り
し
こ
と
に
も
顕
著
に
現
れ
ア
、
ゐ
る
が
（
ペ
ー
一
聖
晨

数
詔
詣
竺
）
、
天
成
二
年
の
白
衣
着
用
令
も
亦
か
ｋ
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

１
Ｉ

見
解
に
基
く
も
り
で
あ
っ

心
。
「
禁
造
佛
寺
並
私
剃
度
勅
」
（
八
皿

肘
八
画
Ｉ
禁
詮
寺
院
勅
）
（
詣
昌
・
）
纏
暦
的
ｔ

‘
。
意
圖
に
出
づ
る
こ
と
云
ふ
迄
も
な
い
が
、
更
に
、
過
度
の
状
態

を
匡
正
せ
ん
と
す
る
意
識
０
存
す
る
こ
と
に
注
意
す
べ
く
、
そ

れ
は
「
巌
断
服
飾
論
品
詔
」
に
相
通
す
る
も
の
が
あ
る
。
更
に

「
復
郷
飲
酒
聘
勅
」
（
コ
奴
竺
汀
。
「
茲
盛
事
克
振
儒
風
。
宜

令
復
行
郷
飲
酒
之
腔
。
」
て
ふ
意
圖
に
出
で
、
復
古
意
識
極
め
て

　
　
　
　
　
　

’

　

⑩

濃
厚
な
る
も
の
が
あ
る
。
既
世
に
處
し
、
動
も
す
れ
ば
行
き
過

ぎ
ん
と
す
る
諸
物
諸
件
を
恒
常
ｏ
状
態
に
復
せ
し
め
ん
と
す
る

精
紳
は
明
宗
に
於
い
て
著
し
き
も
の
が
あ
っ
た
が
、
復
古
意

識
・
傅
統
尊
重
の
意
識
は
唯
に
對
漢
人
政
策
ｏ
上
に
現
れ
た
の

み
で
は
な
か
っ
た
。
後
述
す
る
如
き
武
人
気
質
の
持
主
た
る
明

宗
は
、
支
那
文
語
へ
の
愛
好
著
し
か
り
し
先
帝
荘
宗
Ｉ
荘
宗
ｏ

支
那
文
部
陶
醇
に
就
い
て
は
袖
注
②
參
照
－
と
は
凡
そ
對
耽
的

立
場
に
あ
っ
た
と
考
へ
ら
れ
る
。
北
夢
瓊
言
谷
一
九
明
宗
戒
秦

王
の
條
に
見
え
る
や
う
に
、
秦
王
従
業
が
「
進
士
浮
薄
之
子
」
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を
聚
め
て
歌
詩
吟
詠
を
事
と
せ
る
を
誠
め
る
に
先
帝
荘
宗
０
例

を
引
い
て
な
せ
る
一
事
は
（
皿
四
一
匹
一
四
）
、
明
宗
の
荘
ま
に
對
す

る
褐
自
的
立
場
を
推
す
に
十
分
で
あ
ら
う
。
無
論
、
明
宗
と
て

も
即
位
の
後
は
支
那
皇
帝
と
し
て
り
一
般
行
事
を
行
つ
て
は
ゐ

る
。
併
し
乍
ら
、
ひ
た
す
ら
華
化
に
趨
つ
だ
荘
宗
に
對
し
て
、

突
獣
紳
の
祭
祀
を
敢
行
し
た
明
宗
に
於
い
て
は
Ｉ
例
へ
そ
れ
が

政
治
的
色
彩
濃
厚
た
る
も
の
で
あ
る
に
せ
よ
Ｉ
後
唐
朝
の
傅
統

へ
の
意
識
は
強
く
把
持
さ
れ
て
ゐ
た
と
云
へ
ぶ
で
あ
ら
う
。
突

灰
祁
の
祭
に
闘
す
る
考
察
は
以
上
に
止
め
、
俯
習
と
し
て
取
扱

は
る
べ
き
献
箭
の
問
題
を
次
に
致
へ
て
み
よ
う
。

　
　
　
　

補

　
　
　

註

①
沙
陀
を
始
め
と
す
る
突
朕
回
鶴
等
の
チ
ュ
ル
ク
諸
部
族
が
中
唐
以
馬

　

支
那
内
地
に
入
末
り
、
五
代
諸
國
の
支
配
階
級
に
至
る
者
の
あ
り
し
は

　

著
名
な
事
賞
に
し
て
改
め
て
叙
べ
る
ま
で
も
な
い
が
、
宮
崎
市
定
款
授

　

は
「
東
洋
に
於
け
る
素
朴
主
義
の
民
族
と
文
明
主
義
の
此
會
」
に
於
い

　

て
こ
の
歌
勢
を
巧
ひ
に
圖
示
さ
れ
て
ゐ
る
（
同
書
一
三
四
頁
、
唐
末
五

　

代
浜
北
民
族
移
動
圖
)
”
な
ほ
宮
崎
放
琴
「
蹟
史
別
記
」
五
代
軍
閥
の
系

　

統
の
條
（
史
林
二
一
巻
一
瓢
）
を
參
照
の
こ
と
。

②

　

五
代
時
代
に
於
±
i
t
Ｑ
沙
陀
＆
華
化
に
就
い
て
は
ご

　

か
ら
も
論
ぜ
ら
れ
て
ゐ
る
が
（
東
亜
人
文
學
報
一
巻
四
瓢
）
、
小
野
川
秀

　

美
氏
「
河
曲
六
州
胡
の
沿
革
」
參
照
）
、
こ
こ
で
は
文
化
的
華
化
の
面
を

　

戮
る
べ
く
、
王
士
頑
原
編
・
鄭
方
坤
捌
補
「
五
代
詩
話
」
（
専
雅
堂
叢
書

所
収
）
の
記
載
を
畢
げ
て
お
か
う
。
そ
れ
に
は
沙
陀
Ｂ
-
ｗ
ｅ
人
身
の
支
’

那
文
藻
愛
好
の
事
賞
が
可
成
詳
細
に
傅
へ
ち
る
。
即
ち
、
同
書
巻
一
に

は
後
唐
の
荘
宗
に
就
い
て

　

註
宗
公
子
時
。
雅
好
音
律
。
又
能
自
撰
曲
子
詞
。
其
後
凡
用
軍
。
皆

　

以
所
撰
詞
授
之
。
使
揚
聳
而
唱
。
謂
之
御
製
。
至
於
入
陣
。
木
論
勝

　

負
。
馬
頭
複
韓
則
衆
斉
作
故
人
忘
其
死
・
斯
亦
用
軍
之
一
奇
也
。
四
『

と
あ
り
、
更
に
詩
統
J
漁
腿
叢
話
・
堅
気
集
・
爰
園
詩
話
等
こ

引
ｏ
同
賃
所
引
の
翰
府
名
談
の
記
載
に
採
れ
ば
、
荘
宗
が
部
下
を
論

す
に
唐
の
太
宗
所
作
の
詩
を
以
て
し
た
左
云
ひ
、
五
代
史
記
巻
三
七
伶

官
傅
に
は
荘
宗
の
日
常
生
活
の
一
端
を
傅
へ
て

　

’
至
於
認
天
子
。
常
身
奥
俳
優
雑
戯
于
庭
。

と
あ
る
。
尤
も
、
『
後
唐
の
明
宗
が
秦
王
従
策
を
誠
め
た
言
葉
に
、
「
吾

見
先
皇
匹
匪
在
藩
時
愛
自
作
歌
詩
。
’
聘
家
子
。
文
非
素
習
。
未
能
轟
妙

訊
於
人
口
。
恐
被
講
儒
腐
笑
吾
老
矣
。
不
能
勉
強
。
於
此
唯
書
義
。
伺

欲
耳
裏
頻
聞
。
雲
』
（
峠
駿
替
て
あ
乙
の
を
見
れ
ば
、
文
人
皇
帝
？

戮
あ
る
荘
宗
も
、
そ
の
支
那
文
語
へ
の
理
解
は
案
外
浚
薄
な
り
し
如
く

に
も
思
は
れ
る
が
、
茜
五
代
史
巻
一
一
七
荘
宗
紀
に
、
「
帝
洞
暁
吾
律
。

常
会
歌
舞
午
前
。
十
三
習
春
秋
。
手
自
繕
寫
。
略
通
大
義
。
」
と
あ
る
の

を
見
れ
ば
、
支
那
文
塾
へ
の
理
解
は
塞
外
出
身
者
と
し
て
は
可
成
の
程

庶
に
達
し
て
ゐ
た
と
云
へ
よ
４
＼
、
以
上
は
荘
宗
に
開
す
る
も
の
で
あ
る

が
、
沙
陀
出
身
の
石
氏
の
一
人
た
る
後
晋
の
閔
帝
に
就
い
て
も
、
五
代

詩
話
に
引
く
清
異
録
の
記
事
に

　

晋
出
帝
不
喜
詩
。
時
鳥
俳
諧
。
語
詠
天
詩
。
日
高
不
土
。
監
碧
翁

　

翁
。

と
あ
る
。

’＝・57



5
２

　
　

③

　

「
中
國
民
族
史
」
四
二
頁
所
褐
、
五
代
時
代
外
族
朗
身
人
物
表
參
照
。

１

　
　
　

同
書
四
三
一
頁
に
ほ
後
唐
先
世
系
統
表
を
掲
げ
て
ゐ
る
が
ゝ
表
作
成
に

　
　
　
　

雷
つ
て
使
川
さ
れ
し
五
代
時
代
史
料
は
五
代
史
ｅ
の
み
に
限
ら
れ
、
奮

　
　
　
　

五
代
艮
の
記
事
を
拾
て
て
顧
み
ぬ
の
は
諒
鮒
川
床
な
い
。

　
　
　

’

　
　
　

④

　

沙
陀
三
部
落
の
字
露
に
し
て
唐
代
史
籍
に
見
え
る
も
の
を
畢
ぐ
れ

　
　
　
　

ぱ
、
鵜
膚
書
倦
一
七
八
王
徽
籾
に
「
赦
沙
陀
三
部
路
、
令
赴
肢
、
」
と
あ
る

　
　
　
　

を
始
め
と
し
、
珊
府
元
政
谷
九
八
七
外
臣
部
三
二
征
討
第
六
・
會
昌
二

　
　
　
　

年
八
月
條
及
び
脊
唐
書
巻
一
八
上
武
宗
紀
同
年
同
月
條
の
詔
、
芭
唐
書

　

入
来
る
者
極
め
で
多
か
つ
た
の
で
あ
・
つ
て
、
回
勉
人
李
思
忠
の
孫
、
摩

　

尼
和
伺
太
原
少
尹
李
彦
圖
の
如
き
存
在
も
示
≫
ｒ
ｔ
J
れ
乙
（
四
智
慧
詣
訟
｀

　

ｒ
）

④

　

安
豚
山
事
建
谷
下
に

　
　

開
元
天
賓
中
。
人
間
多
於
宮
岡
中
奏
突
朕
紳
。

　

と
あ
5
=
^
、
突
涙
祁
な
る
音
曲
を
通
じ
て
突
灰
祁
は
唐
代
人
士
の
間
に
少

　

か
ら
ず
注
意
を
惹
い
た
こ
と
と
察
せ
ら
れ
る
。
罰
唐
書
巻
三
十
曹
楽
志

　

三
に
、
「
叉
自
開
元
已
来
。
歌
者
雑
川
胡
夷
里
巷
之
曲
ご
と
あ
る
が
、

　

い
ｔ
・
大
原
行
瞥
招
討
沙
陀
。
三
部
落
軍
使
（
昆
昌
せ
・
沙
随
李
國
昌
三

　

。
部
員
汀
旨
七
等
―
見
え
る
。
然
乙
に
五
代
の
沙
陀
に
圓
し
ｔ
ａ
、
鶴

　

￥
代
史
心
六
六
薬
彦
狗
傅
に
　
１
薬
彦
狗
沙
陀
三
部
落
人
」
と
あ
る
の
が

　

唯
一
例
に
Ｌ
ｙ
ズ
腔
殿
賢
哲
、
他
に
ａ
沙
陀
三
部
落
奈
さ
る
る
な

　

く
、
宋
代
史
料
に
至
っ
て
は
そ
の
例
全
く
な
く
、
自
重
贅
に
就
い
て
「
其

　

先
沙
陀
部
吽
」
（
雌
馳
Ｔ
あ
″
、
郭
従
義
に
闘
し
ｔ
「
本
出
沙
陀
・
」

　

（
慧
燧
謬
認
リ
）
・
「
其
先
沙
陀
部
人
。
」
籍
肝
Ｔ
見
え
、
楊
承
信

　

に
就
戻
「
其
先
沙
陀
部
人
・
」
（
琵
勁
Ｔ
傅
へ
ら
乙
る
如
き
、
何
机

　

も
三
賑
落
の
字
面
を
喪
失
せ
る
駄
相
同
じ
｀
い
。

④

　

小
野
川
秀
美
氏
「
汪
古
部
の
一
解
郭
」
（
東
洋
史
研
究
二
心
四
跳
）
・

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

－

巻
一
八
上
武
宗
紀
・
會
昌
二
年
三
月
條
等
に
も
見
え
、
概
治
廷
鑑
計
認

　
　

滑
み
た
る
外
國
音
祭
流
入
の
Ｉ
と
し
て
突
巌
紳
の
曲
も
盛
行
し
た
の
で

に
ａ
沙
陀
赤
心
三
部
Ｌ
こ
見
え
乙
。
尤
も
沙
陀
陰
部
（
諸
賢
Ｅ
ひ
と
し
お

　
　

あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

Ｉ

記
さ
れ
ぬ
場
合
も
あ
る
が
、
一
般
に
は
沙
陀
三
部
落
の
字
面
が
用
ゐ
ら

　
　

⑦

　

白
司
馬
肢
の
位
置
に
就
い
て
は
未
だ
確
鐙
を
得
な
い
が
、
商
務
印
書

れ
、
朱
邪
赤
心
（
李
國
昌
）
に
就
い
て
は
沙
陀
三
部
落
１
訂
認
艶
峠

　
　
　

館
刊
「
中
國
右
今
地
名
大
餅
典
」
二
四
六
頁
に

″
｀
ｒ

　
　

Ｉ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

Ｉ
ｌ
ｌ
｝
－
』
Ｉ
ｆ
ゝ
Ｆ

　

〔
白
司
馬
坂
〕

　

在
河
南
洛
陽
鵬
。
見
自
馬
山
條
。

と
あ
B
＼
、
白
馬
山
の
條
（
二
五
三
頁
）
に
ば

　

〔
白
馬
山
〕

　

在
河
南
洛
陽
懸
東
北
三
十
里
。
邨
山
東
北
垂
也
。
亦
日

　

白
司
馬
坂
。
後
魏
孝
昌
三
年
。
蕭
宵
寅
以
間
中
叛
。
蕭
賛
在
洛
陽
聞

　

之
。
願
而
出
走
。
至
白
馬
山
。
認
人
所
獲
。

と
あ
る
。
白
司
馬
坂
は
則
天
武
后
の
大
佛
建
立
を
以
て
も
知
ら
れ
る
が

（
松
本
文
三
郎
修
士
［
佛
数
史
雑
考
］
一
所
牧
「
則
天
武
后
の
白
司
馬
坂
大

像
」
）
白
司
馬
陸
は
即
ち
白
司
馬
坂
で
は
あ
る
宜
い
か
。
陸
が
坂
の
意
味

を
も
有
す
る
こ
と
云
ふ
迄
も
な
く
、
雨
者
は
同
一
地
名
と
見
て
誤
な
に
い

で
あ
ら
う
。

　
　
　
　

。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

；

「
河
曲
六
州
胡
の
沿
革
」
（
東
亜
人
文
學
報
一
巻
四
胱
）
・
田
坂
興
道
氏
一
－
中

　
　

⑧

　

江
上
波
夫
氏
は
北
史
恪
九
九
・
大
患
大
慈
恩
寺
三
蔵
法
師
傅
悠
二
及

唐
に
於
け
る
西
北
擾
疆
の
情
勢
に
就
い
て
」
’
東
方
學
報
東
京
十
一
冊
之

　
　
　

び
ｒ
ｉ
ｉ
ｅ
ｏ
ｐ
ｈ
ｙ
ｌ
ａ
ｋ
t
ｏ
ｓ
の
記
載
に
採
っ
て
、
突
厩
に
於
け
る
天
地
鬼
呻
、

二
）
。
唯
に
代
北
り
地
の
ひ
で
な
く
、
山
西
一
帯
に
は
チ
ュ
ル
タ
族
の

　
　
　

日
火
水
等
の
崇
敬
？
事
賓
を
瞭
せ
ら
れ
（
人
類
學
雑
誌
五
六
倦
四
貌
、

－58－
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「
匈
奴
の
祭
祀
」
二
〇
四
頁
）
、
二
回
’
陽
難
姐
巷
四
の
記
事
に
１
　
い
て
ヽ
突

　

戻
の
祭
天
の
既
像
を
想
定
せ
、
ら
れ
て
ゐ
る
、
（
同
諭
文
こ
Ｉ
〇
頁
）
。
血
硯

　

に
就
<
｡
ｗ
ａ
ｓ
ａ
唐
書
倦
二
〇
〇
上

｀安
瞰
山
傅
に

　
　

母
阿
史
徳
氏
。
亦
突
灰
巫
師
。
以
ト
焉
業
。

　
　
　
　
　
　
　
　

。
’

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ｉ
－

　
　

″

　

と
あ
っ
て
、
突
展
に
於
け
る
職
業
的
シ
ャ
．
Ｉ
マ
ン
の
存
在
を
傅
へ
て
ゐ

　

る
が
、
狙
、
羽
田
亨
博
士
が
「
北
方
民
族
の
間
に
於
け
る
巫
に
就
い
て
」

　

（
藤
文
七
巻
十
二
訳
）
に
指
摘
さ
れ
し
如
く
、
西
突
灰
の
巫
に
関
し
て
東

　

ｗ
Ｉ
Ｉ
マ
の
使
者
Ｍ
ｅ
ｎ
ａ
ｕ
ｄ
ｒ
ｏ
ｓ
の
記
鎌
が
あ
る
（
Ｙ
ｕ
l
e
;
　
Ｃ
ａ
t
ｈ
ａ
ｙ
　
ａ
ｎ
ｄ
　
t
ｈ
ｅ

　

w
ａ
ｙ
　
ｔ
h
i
t
ｈ
ｅ
ｒ
｡
　
ｖ
o
l
　
Ｉ
.
ｐ
ｒ
e
l
i
j
ｕ
ｉ
ｎ
ａ
ｒ
ｙ
　
ｅ
ｓ
ｓ
ａ
ｙ
｡ｎ
ｏ
t
ｅ
　
Ｖ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
.
　
ｐ
.
　
２
０
８
)
°

③

　

同
轍
’
の
記
事
は
通
典
巻
一
九
八
疫
防
一
四
突
叙
中
・
曹
唐
書
巷
九
Ξ

　

張
仁
悳
傅
・
新
唐
書
竺
一
一
同
傅
・
贅
治
通
鑑
ぬ
竪
琴
景
龍
二
年

　

三
月
條
等
に
見
え
、
‐
‘
宋
・
曾
公
亮
・
北
蕃
地
理
に
も
佛
雲
祠
條
に
對
謝

　

記
事
が
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

。

⑩

　

柳
雲
堆
御
祠
に
就
い
て
想
起
さ
れ
る
の
は
、
奮
唐
書
巷
八
Ξ
程
務
挺

　

傅
に
、
「
又
明
年
琵
頴
以
務
挺
認
左
武
衛
大
聘
軍
旱
于
道
安
撫
大
使
。

　

督
軍
。
以
禦
突
朕
。
務
挺
善
於
緩
禦
。
威
信
大
行
。
偏
衿
巳
下
。
無
不

　

査
力
。
突
朕
甚
憚
之
。
相
牛
遁
走
。
不
敢
近
溢
。
」
と
霧
せ
ら
れ
し
務
挺

　

の
死
後
、

　
　
　

突
灰
聞
務
挺
死
。
所
在
宴
来
相
慶
。
働
鳥
務
挺
立
祠
。
毎
出
師
攻

　
　
　

戦
。
即
所
祷
。

　
　

急

　
　

畏
怖
の
對
象
た
り
し
者
？
屁
に
祠
を
立
て
、
之
を
部
族
の
軍
御
た
ら
し

　
　

め
４
こ
と
に
就
い
て
は
突
朕
の
倚
武
観
念
が
考
へ
ら
る
べ
き
で
あ
ら

　
　

う
。
一
銭
突
灰
族
は
そ
の
遊
牧
訟
會
に
根
ざ
す
武
断
的
精
御
と
妥
協
す

　
　

べ
■
ｒ
≪
ｘ
＼
V
j
　
t
t
＞
漢
文
明
に
對
し
て
一
種
嬢
悪
の
情
す
ら
抱
い
て
ゐ
た
。
オ

１
、
―

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

一

　
　
　
　
　

Ｓ

　
　
　
　
　

－

’
Ａ
　
ｎ
　
＞
｡
碑
文
に
記
録
さ
れ
た
晩
伽
可
汗
即
位
の
詔
に
も
か
い
る
感
情
は

　

見
と
り
得
る
の
で
あ
Ｉ
（
蒙
古
學
報
第
二
訳
、
田
坂
興
道
氏
「
漠
北
時

　

代
に
於
け
る
回
乾
の
諸
城
郭
に
就
い
て
」
一
九
三
一
四
頁
參
照
）
、
か
ｘ

　

る
感
情
Ｑ
故
に
佛
教
も
左
程
迄
に
は
採
用
さ
れ
な
か
っ
た
（
山
崎
宏
氏

　

（
支
那
中
世
俤
教
２

　

照
）
。
か
の
邑
区
も
突
朕
の
恟
武
精
御
の
一
部
徴
で
あ
ら
う
。
‘
瓦
回

　

に
開
し
て
岩
佐
精
一
面
氏
は
、
Ｒ
ａ
ｄ
ｌ
ｏ
ｆ
ｆ
の
譚
語
Ｓ
t
ｅ
ｉ
ｎ
ｐ
ｆ
ｅ
ｉ
ｌ
ｅ
ｒ
　
'
更

　

に
Ｖ
.
　
Ｔ
ｈ
ｏ
ｍ
s
ｅ
ｎ
　
％
周
書
倦
五
十
突
涙
傅
に
、
「
葬
詑
。
於
墓
所
立
石

　

建
標
。
其
石
多
少
。
依
平
生
所
殺
人
敷
、
」
と
見
え
る
石
を
以
て
ｂ
ａ
ｌ
ｂ
ａ
ｌ

　

に
擬
せ
し
を
引
い
て
、
「
恐
ら
く
葬
綾
の
際
の
犠
牲
な
。
る
が
如
し
」
と
さ

　

れ
た
け
れ
ど
（
「
岩
佐
精
一
郎
盈
稿
」
所
吟
「
突
灰
睨
伽
可
汗
碑
文
の
紀

　

年
」
一
八
〇
頁
）
、
Ｒ
ａ
ｉ
ｉ
ｌ
ｏ
ｆ
ｆ
:

　
　
Ｖ
ｅ
ｒ
ｓ
ｕ
ｆ
ｉ
ｈ
ｅ
ｉ
ｎ
；
ｓ

W
o
i
-
t
ｅ
ｒ
ｂ
ｕ
ｃ
ｈ
ｅ
ｓ

ｄ
ｅ
ｒ

　

Ｔ
ｕ
r
ｋ
ｄ
ｉ
ａ
ｌ
ｅ
ｋ
t
ｅ
.
　
Ｂ
ｄ
　
Ｉ
Ｖ
.
　
１
５
０
７
.
に
は
諏
し
て
”
　
ｅ
ｉ
ｎ
　
　
ａ
ｌ
ｓ

Ｅ
ｈ
ｒ
ｅ
ｎ
ｄ
ｅ
ｎ
-

　

k
m
a
l
　
ｆ
ｕ
r
　
e
i
i
i
＾
ｎ
　
Ｔ
０
ｄ
ｔ
ｅ
ｎ
　
ａ
ｕ
ｆ
ｇ
ｅ
ｓ
t
e
l
l
t
ｅ
s
　
Ｓ
t
ｅ
ｉ
ｎ
ｂ
ｉ
ｌ
ｄ
"
　
　
j
j
　
<
Ｓ
　
k
3
の
に
従

　

ふ
べ
き
で
あ
ら
う
。
か
■
ｎ
　
Ｈ
３
武
断
的
姉
御
の
横
溢
は
即
ち
武
勇
愛
好
心

　

の
熾
烈
さ
な
の
で
あ
ｎ
’
、
か
Ｊ
る
心
の
持
主
な
れ
ば
こ
そ
、
嘗
て
の
敵

　

符
を
も
祀
っ
て
そ
の
武
勇
を
讃
仰
し
た
の
で
は
な
い
か
。
契
丹
軍
を
悩

　

し
た
宋
着
何
緞
鮪
に
對
Ｌ
‘
ミ
「
契
丹
人
畏
伏
。
多
費
像
邨
之
。
」
（
認
″

　

靉
藍
詣
で
の
事
実
の
傅
へ
ら
れ
乙
の
に
程
務
挺
の
場
合
Ｌ
こ
軌
を
Ｉ

　

に
す
る
も
の
で
あ
ら
う
。

⑥

　

高
坂
正
顧
博
士
≒
御
話
―
解
稗
學
的
考
察
―
」
一
五
一
頁
參
照
。

⑩

　

雨
唐
書
安
祗
山
傅
に
も
同
禄
記
４
　
見
ゆ
。

⑩

　

肥
後
和
男
教
授
ヽ
「
風
土
記
抄
」
一
一
七
九
頁
。
祭
の
も
っ
意
義
に
就
い

　

て
は
柳
田
國
男
氏
の
近
著
「
日
本
の
祭

・
」
二
、
祭
か
'
･
ａ
祭
綾
へ
（
特
に
Ξ

　

七
―
八
頁
）
に
も
鯛
れ
て
居
ら
れ
る
が
、
氏
が
祭
の
起
源
を
’
説
い
て
、
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「
古
人
の
性
宣
の
大
い
な
る
刺
衝
に
逍
ふ
毎
に
、
文
士
を
儲
う
て
之
を

　
　
　
　

諸
衛
諸
道
行
啓
将
校
等
。
委
中
書
門
下
。
次
第
酬
奨
。
云
云
」

命
一
石
に
勒
せ
し
む
る
が
如
き
技
術
は
知
ら
な
か
っ
た
。
だ
か
ら
一
家
一

　
　

⑩

　

北
夢
項
言
巻
一
八
明
皇
宋
帝
尤
悪
貪
貨

郷
ｃ
間
に
於
て
も
、
永
く
保
存
し
得
る
場
處
又
は
地
物
を
指
定
し
て
、

　
　
　
　

明
宗
始
在
軍
中
。
居
常
唯
治
兵
仇
。
不
事
生
産
。
…
…
家
財
屡
空
。

日
を
期
し
相
會
し
て
富
時
を
迢
念
し
、
更
に
感
激
を
新
た
に
し
た
の
で

　
　
　
　

處
之
晏
如
也
。
太
組
欲
試
以
誠
。
召
於
泉
府
。
命
恣
意
取
之
。
所
取

あ
っ
た
、
是
が
祭
と
名
く
る
公
け
の
行
燧
Ｉ
根
源
を
Ｅ
す
も
の
と
私

　
　
　
　

不
過
東
帛
斂
紺
。
屏
已
所
得
賜
臭
必
分
部
下
。

な
ど
は
信
じ
て
ゐ
る
・
」
（
一
二
目
小
信
そ
の
他
）
所
収
一
－
か
王
行
乞
譚
」

　
　

⑩

　

北
族
出
身
の
後
唐
構
成
分
子
に
共
和
的
色
彩
濃
く
'
　
　
Ｓ
ｔ
L
i
軍
隊
輿
論

三
一
八
頁
）
と
さ
れ
た
の
を
皐
け
て
お
き
た
い
。
折
口
信
夫
沁
士
も
祭

　
　

。
屡
々
一
致
を
献
き
ゝ
そ
れ
は
後
唐
の
灸
族
を
著
し
く
阻
害
せ
し
こ
と
は

の
本
来
の
形
態
を
誕
か
れ
て
、
「
。
昔
の
宜
っ
り
は
も
っ
と
家
庭
の
や
う

　
　
　

室
崎
款
授
の
指
摘
せ
ら
れ
し
所
で
あ
る
こ
東
洋
に
於
け
る
素
朴
主
義
の

な
、
雰
幽
気
と
感
情
と
、
人
間
と
を
も
っ
て
ゐ
る
と
こ
ろ
か
ら
出
来
て

　
　
　

民
族
と
文
明
主
義
の
祀
會
ヒ
三
五
一
六
頁
）
、
こ
の
度
の
祭
祀
の
政
治

く
る
の
で
あ
っ
て
、
決
し
て
始
終
森
閑
と
し
て
何
に
も
な
い
と
こ
ろ
に

　
　
　

的
意
義
も
か
ゝ
る
情
勢
に
即
し
て
考
へ
ら
る
べ
き
で
あ
・
ら
う
。

ま
っ
り
が
行
は
れ
て
ゐ
た
と
い
ふ
、
天
狗
祭
り
の
捺
な
こ
と
で
は
な
か

　
　

⑥

　

茲
に
云
ふ
胡
人
は
西
域
の
胡
人
を
指
宿
す
る
」
唐
代
史
料
所
見
の
胡

　

つ
た
」
と
さ
れ
る
『
日
本
酉
能
史
六
講
』
一
五
頁
）
。
祭
に
於
け
る
共

　

同
飲
食
に
姐
剛
し
て
は
今
泉
浦
治
郎
氏
「
祭
泗
」
（
山
口
高
等
商
業
學
校
改

　

稀
三
十
周
年
記
念
論
文
集
所
牧
）
が
あ
り
、
数
向
飲
食
に
於
け
る
酒
が

　

恰
く
、
。
如
力
あ
る
も
の
と
考
へ
ら
れ
て
.
Ｑ
た
こ
と
（
白
烏
沁
氏
「
蜜
と

　

龍
と
の
開
係
を
諭
じ
て
Ｌ
ｉ
ｎ
ｅ
ｉ
ｓ
i
ｕ
の
説
を
提
唱
す
」
加
藤
繁
博
士
還
暦

　

記
念
東
洋
史
詰
所
叢
収
三
九
一
丁
三
頁
５
　
照
）
ぞ

　

あ
る
が
、
會
食
の
習
俗
の
核
心
に
就
い
て
は
松
村
武
雄
原
士
も
い
食
を
共

　

に
す
る
こ
と
に
よ
り
全
員
の
心
を
一
つ
に
結
付
け
、
更
に
<
＼
｡
貫
と
彼

　

ら
を
支
川
す
る
と
信
ぜ
ら
れ
る
紳
と
を
結
付
け
ん
と
す
る
思
想
の
存
在

　

を
指
抽
せ
ら
れ
て
ゐ
る
（
「
民
俗
・
學
論
考
」
所
収
「
外
者
款
待
と
説
話
」
）
。

口

　

冊
府
元
恐
察
九
二
帝
王
部
赦
宥
一
一

　
　

明
宗
天
成
元
年
四
月
丙
午
。
即
位
。
甲
寅
。
御
文
明
殿
。
受
朝
改

　
　

元
。
肆
赦
制
目
。
「
…
…
ふ
っ
趾
改
同
光
四
年
屁
天
成
元
年
。
旧
都
赴

　
　

敏
之
際
。
定
策
功
臣
。
宜
特
恩
。
以
彰
豊
報
。
其
厄
従
着
士
及
六
軍

　

・
胡
人
が
主
と
し
て
イ
ー
ラ
ン
人
を
・
指
す
こ
と
は
定
説
化
し
て
ゐ
る
が

　

（
原
田
淑
人
隨
士
「
西
域
我
見
の
給
扱
に
見
え
た
＆
服
価
の
研
究
」
七
六

　

頁
・
中
田
黄
河
士
一
－
唐
代
法
に
於
け
る
外
國
人
の
地
位
」
法
制
史
論

　

集
第
三
岳
一
三
六
一
頁
・
石
田
幹
之
助
氏
・
。
長
安
の
春
」
三
二
―
三
頁
・

　

六
一
頁
）
い

　

胡
人
即
イ
ー
ラ
ン
人
で
は
あ
り
得
な
い
。
五
代
時
代
に
於

　

い
て
、
そ
の
商
災
的
性
格
を
認
め
得
る
胡
人
と
し
て
は
、
石
君
立
と
共

　

に
康
疆
が
皐
げ
ら
れ
る
の
み
で
勿
る
が
（
東
亜
人
文
學
報
一
巻
四
読
、

　

小
野
川
秀
美
氏
「
河
曲
六
州
胡
の
に
革
」
二
Ｉ
九
頁
）
、
こ
の
鮎
に
於
い

　

て
も
康
頴
は
十
分
注
目
に
値
す
る
存
在
と
云
へ
る
。

⑤

　

沙
陀
族
S
d
ｓ
i
･
事
的
威
力
に
史
籍
に
慰
見
す
乙
。
流
治
通
鑑
語
封
元

　

和
三
年
六
月
條
に
「
沙
陀
勁
勇
冠
謬
胡
」
と
云
ひ
、
茫
唐
書
谷
一
五
一

　

芭
希
朝
傅
に
「
突
厭
別
部
有
沙
陀
者
。
北
方
推
共
勇
こ
と
見
え
、
通
露

　

認
隷
太
和
五
岸
三
月
條
に
も
「
際
北
沙
陀
繁
饒
勇
。
認
九
讐
六
州

　

遡
声
畏
伏
。
」
と
あ
っ
て
、
そ
の
ヽ
湧
猛
振
=
1
＊
J
傅
へ
る
。
武
皇
李
克
川
の
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統
率
す
る
価
兄
ポ
は
敵
手
た
る
黄
犀
澗
に
よ
り
、
｀
（
鴉
兄
軍
至
。
富
避

　

其
鋒
ご
Ｒ
顕
眺
二
）
Ａ
)
畏
怖
さ
れ
た
の
７
あ
ｓ
。
。

⑩

　

芦
五
代
史
巻
九
八
張
彦
津
傅
に
「
張
彦
津
。
其
先
出
於
突
豪
。
後
認

　

太
原
人
也
。
川
父
世
陰
山
府
衿
将
。
彦
洋
少
有
勇
力
。
目
晴
黄
面
夜
有

　

光
色
。
顧
脱
若
勁
獣
焉
。
以
騎
射
事
後
唐
荘
宗
明
宗
。
」
と
見
え
、
五
代

　

史
巻
き
一
同
傅
に
も
同
扱
の
記
事
が
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

！

⑩

　

貿
五
代
史
谷
八
八
張
萬
進
傅
に
「
張
萬
進
突
灰
南
鄙
人
也
。
祀
挟
。

　

斤
。
父
識
。
萬
進
白
哲
美
毎
。
少
而
無
頼
。
事
唐
武
皇
。
以
騎
射
著
名
。
攻

　

戦
１
　
戦
。
奮
不
顧
命
。
…
…
唐
荘
宗
明
宗
素
憐
屠
雄
勇
。
復
奨
其
戦
功
。

　

故
累
典
大
郡
。
天
成
長
興
中
。
話
咸
勝
保
大
雨
饌
節
制
。
」
と
あ
る
。

＠

　

こ
の
ｍ
事
に
對
庖
す
!
<
5
記
事
を
見
な
い
。
回
鵬
侯
Ξ
の
本
國
と
は
恐

　

ら
く
廿
州
回
咽
と
考
へ
ら
れ
る
。
西
州
回
鵬
と
後
唐
と
の
交
渉
は
な
く
、

　

遼
に
對
す
る
西
州
回
鵬
（
和
州
回
骸
）
の
来
貢
は
既
に
太
祀
元
年
十
二

　

月
よ
り
始
る
が
、
五
代
諾
國
へ
の
来
貢
は
後
周
の
廣
順
元
年
二
月
辛
丑

　

の
入
貢
を
ｓ
;
ｗ
>
ｖ
の
最
初
J
J
す
ま
縁
起
昆
Ｅ
一
翻
一
暇
間
％
）
。

　

後
唐
の
世
に
あ
Ｊ
し
回
朗
侯
三
の
出
身
が
西
州
回
願
に
非
ず
し
て
甘
州

同

　
　
　

五

　

月

天
成
四
年
正
月

長
興
元
年
五
月

同

　

同

　

同

同

　

同

　

十
二
月

吋

　

二
年
十
二
月

同

　

三
年

同

　

四
年
七
月

廻
鵬
可
汗
仁
喩
封
順
化
可
汗

廻
鴫
入
朝
使
翠
撥
等
五
人
各

授
懐
化
司
戈
。
放
還
。

回
馳
使
蒙
栗
紙
来
。

回
胎
使
安
黒
連
末
。

痙
使
便
末
思
三
十
饌
人
。
進

馬
八
十
匹
玉
一
團
。

回
胎
使
安
求
思
来
。

同同

右右･

本五
紀代
史
記
六
唐

Ξ黄
八五同
呵代
舷史
傅巻右

　

一

五
代
史
記
六
唐

本
紀

回
鵠
順
化
可
汗
泣
使
朝

　
　
　

府
元
価
企
九

回
鴎
朝
貢
使
槐
脱
篤
懐

傾
Ｅ
一
切

六
外
臣
祁
褒

軍
ｏ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

異
第
三

忿
都
督
李
末
等
三
十
人
来
朝

進
白
胆
一
聯
。

罵
五
代
史
必
一

三
八
回
胆
帖

と
な
る
。
以
上
の
如
き
諸
事
賞
が
畢
げ
ら
れ
る
け
れ
ど
、
侯
三
が
そ
の

本
國
に
温
泄
さ
れ
し
事
情
は
之
等
よ
S
t
は
明
ら
か
に
し
え
な
い
。
但
し

以
上
の
如
き
頻
繁
な
る
甘
州
回
龍
と
の
交
渉
の
間
に
川
］
宗
の
慕
下
に
回

萌
の
存
在
す
る
が
如
き
こ
と
も
生
じ
え
た
の
で
あ
ら
う
。

｀
回
鵬
な
る
べ
き
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
‘
ら
う
。
さ
て
、
安
重
海
傅
の
記
事

　
　

⑩

　

加
藤
繁
博
士
「
支
那
と
武
士
階
級
‘
一
史
學
雑
誌
五
〇
編
一
院
一
七
―

で
は
侯
三
の
派
泄
さ
れ
た
乍
次
を
詳
か
に
し
な
い
。
今
、
明
宗
朝
廷
に

　
　
　

八
頁
（
本
論
文
は
ぶ
著
「
絶
對
の
忠
誠
」
に
も
収
む
）
。
上
述
の
如
き
倫
理

對
す
る
甘
州
川
勅
の
朝
貢
記
事
を
拾
ふ
な
ら
ば
、

-

　

天

　

天

　

天

　

ｚ

　

成

　

成

　

成

　

吊

　

三

　

三

　

三

　

年

　

年

　

年

　

三

　

二

　

正

　

月

　

月

　

月

　

次

--一一一
汗肝三廻婦廻

　

ｃ廻等顛義骸

　

．

　

闇雲可決米事

　

可献汗遠里

　

汗

　

゜行聘都

　

仁

　

喩軍督

　

喩

　

泣

　

ｏ等

　

認．都放四

　

順

　

督這人

　

件

　

化

　

李蕃並ｉ

　

可

　

阿

　

cl授

　　　

_＿．‥し＿

　　　　

九恥

　

，

　

同

　

同明五

　

典

　　　　

宗代

　　　　

紀史

　

右

　

右

　

巻

　

旅

　　　　　

三

　

゛

意
識
の
聯
拠
は
、
日
本
中
世
に
於
け
る
武
士
倫
理
Ｑ
嫁
換
と
は
異
っ
た

も
の
で
あ
っ
た
。
日
本
中
世
の
史
的
展
開
に
於
い
て
は
何
時
七
か
下
剋

上
と
い
ふ
こ
と
が
１
　
會
意
識
に
於
い
て
承
認
さ
れ
若
し
く
は
是
認
さ
れ

る
傾
向
を
生
じ
て
来
た
。
が
、
そ
れ
に
庶
じ
て
本
末
非
道
と
さ
れ
た
下

剋
上
的
状
勢
の
中
に
、
何
時
し
か
新
な
る
道
徳
的
價
値
が
登
生
し
形
成

さ
れ
て
行
っ
た
。
そ
れ
は
即
ち
、
戦
胤
の
祀
會
に
於
い
て
利
害
開
係
を

緊
密
に
す
る
武
士
固
倣
が
そ
の
團
結
の
生
活
ｅ
中
に
賓
現
す
る
所
に
し

-
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て
主
君
側
と
し
て
は
臣
下
へ
の
仁
慈
恩
愛
、
臣
下
と
し
て
は
主
君
に
對

　
　
　

天
成
二
年
正
月
の
勅
を
引
い
て
、
「
隋
の
法
令
を
そ
の
ま
ま
踏
襲
し
て

　

す
る
身
命
を
捧
げ
て
Ｊ
忠
順
と
い
ふ
、
雨
者
相
互
の
切
賞
な
る
信
頼
に

　
　
　

ゐ
る
の
は
、
な
ほ
唐
、
五
代
に
於
い
て
は
、
庶
民
の
服
色
に
白
色
が
多

　

基
く
道
徳
で
あ
っ
た
。
中
世
の
騨
・
。
態
的
祀
會
に
於
い
て
、
所
謂
下
剋
上

　
　
　

か
っ
た
こ
と
を
示
し
て
ゐ
る
。
」
と
説
か
れ
る
（
東
亜
人
文
學
報
一
巻
四

　

と
云
ふ
本
来
非
道
徳
的
な
も
の
の
中
に
、
し
か
も
そ
の
特
殊
の
切
賞
な

　
　
　

跨
、
（
宋
代
に
於
け
る
明
赤
の
席
資
制
度
コ
ー
六
二
Ｉ
三
頁
）
。
天
成
二

　

る
生
活
を
母
胎
と
し
て
新
な
る
道
徳
的
價
値
の
発
生
と
成
立
と
を
見
た

　
　
　

年
、
白
衣
着
川
令
の
登
せ
ら
れ
た
の
は
、
常
時
な
ほ
白
衣
着
川
少
か
ら

　

こ
と
は
注
目
す
べ
き
事
賞
で
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
（
岩
波
倫
理
學
講
座
所

　
　
　

ず
、
そ
の
着
川
令
も
賞
現
可
能
な
り
し
状
態
に
負
う
こ
と
も
推
測
し
得

　

収
、
村
岡
典
嗣
博
士
「
下
剋
上
と
武
士
道
」
參
照
）
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

る
が
、
Ｒ
上
述
の
如
き
梢
呻
の
存
し
た
こ
と
も
考
へ
ら
る
べ
含
で
あ
ら

⑩

　

翁
注
困
學
紀
聞
同
條
に
は
更
に
綸
け
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

う
。

　
　

〔
全
配
云
・
〕
明
宗
之
報
亦
烈
矣
。
従
祭
・
従
盆
・
従
厚
。
皆
以
不

　
　

⑩

　

な
ほ
唐
の
鄭
殼
慶
の
書
俄
ａ
俗
膿
Ｉ
常
時
俗
間
に
行
ａ
れ
し
冥
婚
ａ

　
　

良
死
。
井
従
珂
亦
不
得
奈
。
嗚
呼
是
殺
織
浸
之
績
也
。
…
…
〔
案
〕
明

　
　
　

そ
の
一
で
あ
っ
た
Ｉ
が
加
は
れ
≫
-
ｙ
　
ｅ
故
を
以
て
、
明
宗
の
非
難
す
る

　
　

宗
四
子
。
従
環
・
従
柴
・
従
厚
・
従
益
。
従
策
誄
死
。
従
厚
即
悠

　
　
　

所
と
な
=
｡
’
劉
岳
等
に
よ
り
測
定
さ
る
る
こ
と
と
な
っ
た
。
五
代
史

　
　

帝
。
侭
腹
帝
従
珂
所
弑
。
従
益
篤
漢
高
級
所
殺
。
従
環
Ｅ
元
行
欽
所

　
　
　

記
五
五
劉
岳
傅
に
「
初
鄭
腺
慶
。
嘗
採
唐
士
庶
吉
凶
書
疏
之
式
。
離
以

　
　

弑
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

常
時
家
人
之
破
。
認
書
俄
雨
谷
。
明
宗
見
其
有
起
復
冥
昏
之
制
。
飲

　

と
あ
り
ヽ
所
謂
脱
報
の
事
賞
を
列
畢
し
て
ゐ
る
が
、
明
宗
の
述
懐
に
、

　
　
　

日
ｏ
儒
者
所
以
降
孝
悌
而
敦
風
俗
。
ｌ
無
金
革
之
事
。
起
復
可
乎
。
婚

　

「
、
（
某
）
因
気
篤
衆
所
推
。
」
（
撚
賤
認
て
あ
る
や
う
に
、
明
宗
の
即
位

　
　
　

吉
謄
也
。
川
於
死
者
可
乎
。
乃
詔
岳
湿
文
學
通
知
古
今
之
士
・
共
州
定

　

は
寧
ろ
他
登
的
な
の
で
あ
り
、
自
ら
帝
位
を
砿
っ
た
も
の
で
は
な
い
の

　
　
　

之
。
」
と
あ
る
。
汲
を
ば
俗
綾
を
雑
へ
ぬ
本
来
の
凌
に
復
好
せ
し
め
ん
と

　

で
あ
っ
て
、
因
果
樹
報
の
諭
を
こ
の
場
合
に
常
て
は
め
て
瑛
調
す
る
の

　
　
　

し
と
の
で
あ
り
、
そ
れ
け
「
復
窃
飲
酒
微
勅
」
に
見
ら
る
る
と
同
一
の
精

　

は
果
し
て
如
何
で
あ
ら
う
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

呻
に
出
づ
る
も
の
と
云
へ
よ
う
。
（
書
儀
に
収
む
る
冥
婚
に
就
い
て
委

⑩

　

文
献
通
考
谷
一
二
一
級
考
八
、
太
平
興
國
七
年
の
李
防
ら
の
奏
議
に

　
　
　

細
は
仁
井
田
陛
博
士
「
支
那
身
分
法
史
」
第
玉
章
婚
姻
法
第
四
節
第
二
款

　

は
ヽ
「
又
案
―
唐
天
成
三
年
ｏ
詔
ｃ
今
後
―
庶
人
工
商
。
只
著
白
衣
。
」

　
　
　

第
一
項
、
六
綾
の
惣
蓬
と
俗
読
五
九
六
頁
以
下
參
照
）
。

　

と
あ
っ
て
、
こ
の
詔
を
天
成
三
年
に
繋
げ
る
が
、
之
は
長
部
氏
所
説
に

　

従
っ
て
同
二
年
の
謳
と
見
倣
す
べ
き
で
あ
’
ら
う
（
長
部
氏
前
掲
論
文
七

　

〇
頁
）
。

⑩

　

佐
伯
富
氏
は
芦
唐
書
巻
四
五
爽
服
志
に
、
「
（
大
領
）
六
年
。
復
詔
○
’
…

：
庶
人
以
自
。
…
…
武
徳
初
。
因
隋
制
。
」
と
あ
る
記
事
、
及
び
前
引
。
の
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